	　個別の指導計画（病弱・身体虚弱特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成○○年○○月○○日

	氏名・学年
	○○　○○　（○○小学校４年　男）
	保護者の願い
	・身体の無理をせず、学校生活を楽しんでほしい。

・勉強していないところは教えてもらってできるようになってほしい。
	記入者
	○○　○○

	長期目標
	・自分の病気や身体の状態を理解し、運動や食事の自己管理ができるようになる。

・学習空白をなくし、学年相応の学力がつく。

	教科・領域
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	自立活動
	健康の保持
	・病名は知っているが、身体の仕組みと結び付いた理解ではない。

・運動制限があることは理解しているが、大人の目の届かないところでは運動しているようである。
	・自分の病気と自分の身体の状態を知る。

・制限のある運動はしないようになる。

・運動制限の範囲内の遊びのレパートリーを増やす。
	・自立活動の時間と体育の時間で指導する。

・保護者と相談しながら、病気の説明をする。

・身体の仕組みについて具体物を使って学習する。

・教室でできるゲームの持参を許可する。
	・自分の身体の仕組みについて理解している。

・20分休みでは、教室内でゲームで満足そうに遊んでいる様子が見られるようになった。

	
	心理的な安定
	・生活規制によってみんなと同じことができない時に、怒ったりふてくされたりする。


	・みんなと同じことができない時に、その代わりになる満足感のある活動を見つける。
	・運動制限のないゲームや遊びをクラス全体に提案する。
	・一緒に教室で遊ぶ友だちができてからは、不機嫌そうな様子は見られなくなった。

	
	人間関係の形成
	・集団で活動した経験か少ないために、個別での声かけがないと行動できないことが多い。
	・集団で活動する時に、全体への指示や説明を主体的に聞くことができるようになる。
	・事前に話を聞くように指導をしておく。
・説明の後に、どのような話であったのかを本人に確かめる。
	・集団活動において、声かけなしで全体への説明を聞くことができるようになってきた。


	
	環境の把握
	・白内障があるために眩しく、提示されたものが見えにくい。


	・自分の見えにくさや見えやすい環境の工夫を理解し、自分で環境づくりができるようになる。
	・本人と相談しながら、教室等の明るさの調整を行う。

（教室のカーテン、掲示物の白黒反転、サングラス）
	・授業が始まる直前に自分でカーテンを閉めるようになった。

	
	身体の動き
	・校外学習などで長距離を自力で移動することは、体力的に難しい。
	・負担の少ない移動や活動ができるようになる。
	・体育科の授業にも関連させて、背筋、腹筋、腕立て伏せ、水泳などスポーツを行い体力をつける。

・長距離の移動を伴う学習では車椅子を利用する。
	・背筋、腹筋、腕立て伏せの回数が20パーセントアップした。

・車椅子はぎりぎりまで使いたがらない。

	
	コミュニケーション
	・同年代の友だちとの会話の経験が少なく、人と話をすることに緊張する。

・話しかけられたり質問されたりすると応えるが、自発的に話しかけることは少ない。
	・友だちとの会話場面が増え楽しめるようになる。
	・学習活動に少人数の話し合い場面を取り入れる。

・グループ編成や席に配慮する。
	・自分から話しかけることは少ないが、友だちとの会話では笑顔が時々見られ、相槌や返事をすることが増えた。

	教科
	国語
	・学習空白のため、説明文の学習が苦手である。


	・学年相当の説明文の理解ができるようになる。
	・特別支援学級での学習時間で実態に応じた教材を使って学習する。
	・３年生の内容のテストでは100点であった。

	
	算数
	・学習空白により理解が不十分で、テストでは平均を下回ることが多い。

・苦手意識が強い。
	・算数のテストで平均以上の点数が取れるようになる。
	・学習空白チェック表を作成して実態を把握する。

・宿題にプリントを追加して、反復練習する。

・特別支援学級での学習時間で空白部分を学習する。
	・宿題は毎日やってきており、ほぼ正答である。




